
楊
雄

｢答
劉
歌
書
｣
と
そ
の
小
学

『方
言
』
は
古
代
漢
語
寧
史
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
意
義
を
有
す
る
方
言
辛

書
で
あ
る
｡
そ
し
て
こ
の

『方
言
』
の
編
纂
過
程
に
つ
い
て
記
述
す
る
唯

一
の
実

科
と
言
っ
て
も
よ
い
の
が

｢答
劉
歌
書
｣
で
あ
る
｡
そ
の
た
め

｢答
劉
歌
書
｣
は

『方
言
』
を
論
ず
る
際
に
は
'
必
ず
と
言

っ
て
よ
い
ほ
ど
引
用
さ
れ
て
き
た
｡
先

に
筆
者
は
､
本
誌

『立
命
館
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
紀
要
』
第

1
競

(
二
〇
〇
七
年
三
月
)
に

｢楊
雄

『答
劉
歌
書
』
詳
註
｣
を
費
表
し
た
が
'
｢答
劉

歌
書
｣
に
は
具
備
も
含
め
多
-
の
問
題
が
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
｡
更
に
こ
の

｢答
劉
歌
書
｣
に
は
こ
れ
ま
で
に
注
得
は
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
､
未
だ
専
請

が
な
い
｡
そ
こ
で
本
稿
で
は
､
ま
ず

｢答
劉
歌
書
｣
の
資
料
と
し
て
の
信
強
度
を

検
討
し
た
上
で
､
｢答
劉
歌
書
｣
に
記
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み

る
こ
と
と
す
る
｡

な
お
､
｢答
劉
歌
書
｣
は
劉
歌

｢輿
楊
雄
書
｣
へ
の
返
書
で
あ
る
か
ら

｢輿
楊
雄

書
｣
に
も
随
時
言
及
す
る
｡
｢輿
楊
雄
書
｣
は
第
四
章
に
全
茅
を
掲
げ
る
の
で
参

照
さ
れ
た
い
｡
ま
た

｢答
劉
歌
書
｣
は
第
三
章
と
第
五
章
に
分
段
し
て
掲
げ
る
こ

と
と
す
る
｡

立
命
館
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
紀
要

第
二
戟

嘉

瀬

達

男

一
､
洪
遍
の
疑
義
と

『四
庫
提
要
』
､
戴
票
の
反
駁

｢答
劉
歌
書
｣
に
は
宋
の
洪
遇
よ
-
疑
義
が
提
示
さ
れ
て
い
る
｡
そ
の

『容
斎

三
筆
』
(巻
十
五

･.別
図
方
言
)
は

『方
言
』
の
楊
雄
編
纂
説
を
難
じ
'
そ
の
中
で

｢答
劉
歌
書
｣

へ
も
以
下
二
鮎
の
疑
問
を
示
し
て
い
る
｡
こ
の
疑
義
に
つ
い
て
は
､

戴
震

『方
言
疏
護
』
(巻
十
三

･
揚
雄

｢答
劉
歌
書
｣)
の
反
駁
が
あ
る
の
で
併
せ

(-)

て
掲
げ
て
お
-
｡

観
其
答
劉
子
駿
書
､
稗
萄
人
厳
君
平
O
案
君
平
本
姓
荘
､
漢
蘇
宗
諌
狂
､

始
改
日
巌
｡
法
言
所
稗
萄
荘
沈
冥
､
萄
荘
之
才
之
珍
'
吾
珍
荘
也
､
皆
是
本

字
｡
何
濁
至
此
書
而
日
厳
｡
(『容
棄
三
筆
』)

不
知
本
書
不
語
而
後
人
改
之
者
多
兵
｡
此
書
下
文
萄
人
揚
荘
者
､
不
改

(2)

｢荘
｣
字
､
濁
習
熟
於
厳
君
平
之
稗
而
妄
改
之
｡
(『方
言
疏
讃
』
)

洪
蓮
は
楊
雄
の

｢答
劉
歌
書
｣
に

｢荘
君
平
｣
が

｢厳
君
平
｣
と
後
漢
蘇
宗
の

護
を
避
け
て
い
る
の
は
､
『法
言
』
に

｢荘
｣
字
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
問
題

一
七



楊
雄

｢答
劉
歌
書
｣
と
そ
の
小
学

で
あ
る
と
言
う
｡
そ
れ
に
射
し
て
戴
震
疏
語
は
'
｢答
劉
歌
書
｣
で
も

｢楊
荘
｣
の

｢荘
｣
字
は
避
薄
し
て
い
な
い
の
で
'
｢厳
君
平
｣
の
部
分
の
み
後
人
が
書
き
改
め

た
も
の
と
言
う
｡
全
-
戴
裏
の
言
う
通
り
で
あ
ろ
う
｡

洪
遇
は
ま
た
､
表
現
の
問
題
を
言
う
｡
左
に
示
す
候
で
あ
る
が
､
楊
雄

｢答
劉

歌
書
｣
が

｢必
ず
之
を
脅
か
す
に
威
を
以
て
し
､
之
を
陵
ぐ
に
武
を
以
て
せ
ん
と

欲
す
｡
則
ち
纏
死
し
て
以
て
命
に
従
は
ん
｣
と
述
べ
る
の
は
､
大
げ
さ
で
は
な
い

か
と
言
う
｡
こ
の
疑
問
に
､
戴
震
は
劉
歌
が
王
葬
の
国
師
だ
っ
た
か
ら
で
､
地
位

に
鑑
み
て
述
べ
た
に
過
ぎ
な
い
と
反
論
し
て
い
る
｡
後
に
言
及
す
る
が
両
人
の
立

場
に
大
き
な
差
が
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
｡

又
子
駿
只
従
之
求
書
而
答
云
'
必
欲
脅
之
以
威
､
陵
之
以
武
､
則
縫
死
以

従
命
也
｡
何
至
是
哉
｡
(『容
資
三
筆
』
)

時
歌
島
葬
図
師
､
故
雄
鳥
是
言
､
絶
其
絡
束
強
以
勢
求
､
意
可
見
失
｡

(『方
言
疏
詮
』
)

こ
の
よ
う
に
洪
遇
は

｢答
劉
歌
書
｣
の
偶
作
を
疑

っ
て
い
る
が
､
戴
窯
は
問
題

と
し
て
い
な
い
｡
先
述
し
た
通
-
洪
蓮
は

『方
言
』
の
偶
作
を
疑
い
､
｢答
劉
歌

書
｣
も
償
作
者
が

『方
言
』
の
楊
雄
編
纂
説
を
裏
付
け
る
た
め
に
作

っ
た
も
の
と

考
え
て
い
る
｡
し
か
し
現
在
､
洪
遇
の
疑
義
は
戴
裏
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
た
と
庚

-
認
め
ら
れ
て
い
る
｡

た
だ
し
洪
遇
の
疑
義
の
他
に
も

｢答
劉
歌
書
｣
に
は
少
な
か
ら
ず
問
題
が
存
す

る
と
思
わ
れ
る
の
で
､
以
下
に
お
い
て
検
討
を
績
け
た
い
｡

一八

二
､
｢答
劉
歌
書
｣
の
邑
億

ま
ず

｢答
劉
歌
書
｣
の
成
立
と
侍
束
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
お
-
｡
現
在
､

楊
雄

｢答
劉
歌
書
｣
の
全
文
を
収
め
た
最
古
の
テ
キ
ス
ト
は
､
静
嘉
堂
文
庫
蔵
影

(3)

宋
抄
本

『輪
軒
使
者
絶
代
語
搾
別
園
方
言
』
で
あ
る
｡
他
に
､
九
巻
本
と
二
十

一

巻
本
の

『古
文
苑
』
や

『揚
侍
郎
集
』
(『漠
貌
六
朝
百
三
名
家
集
』)､
『揚
子
雲

集
』
(『
四
庫
全
書
』
)
に
も
見
え
る
が
､
成
立
も
刊
年
も
宋
砂
本

『方
言
』
に
劣
る
｡

1
万
､
｢答
劉
歌
書
｣
の
引
用
や
言
及
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
.
時
代
の
順

に
挙
げ
る
と
､
ま
ず
鷹
勧

『風
俗
道
義
』
の
序
に
そ
の
一
部
が
用
い
ら
れ
て
い
る
｡

抜
粋
さ
れ
て
い
る
の
で

｢答
劉
歌
書
｣
の
該
宮
部
と
と
も
に
挙
げ
て
お
-
0

周
秦
常
以
歳
八
月
'
遣
輸
軒
之
使
､
求
異
代
方
言
｡
還
奏
籍
之
'
戒
於
秘

室
｡
及
最
氏
之
亡
､
遺
脱
漏
粟
､
無
見
之
者
｡
萄
人
厳
君
平
有
千
僚
言
'
林

間
翁
霜
才
有
梗
概
之
法
'
揚
雄
好
之
､
天
下
孝
廉
衛
卒
交
合
､
周
章
質
問
､

以
次
注
績
､
二
十
七
年
､
爾
乃
治
正
'
凡
九
千
字
､
共
析
発
明
､
滑
未
若
爾

雅
之
開
展
也
｡
張
疎
以
鳥
懸
諸
日
月
不
刊
之
書
｡
(『風
俗
通
義
』
序
)

常
闇
先
代
輪
軒
之
使
奏
籍
之
書
､
皆
戒
於
周
秦
之
室
､
及
其
破
也
､
遺
棄

無
見
之
者
｡
猫
萄
人
有
厳
君
平
､
臨
邦
林
間
翁
濡
者
､
探
好
訓
話
'
滑
見
輪

軒
之
便
所
奉
言
O
-
･･･君
平
財
有
千
言
耳
O
翁
揮
梗
概
之
法
略
有
.
-
･･･故

天
下
上
計

･
孝
廉
及
内
郡
衛
卒
合
着
'
-
-
以
間
其
異
語
｡
帝
郎
以
鉛
摘
次

之
於
梁
､
二
十
七
歳
於
今
臭
｡
-
-

(張
)
伯
松
伯
松
日
､
是
懸
諸
日
月
不

刊
之
書
也
｡
(
｢答
劉
歌
書
｣
第
2
･
5
･
6
段
)



ま
た
､
『西
京
雑
記
』
に
は

｢答
劉
歌
書
｣
の

｢故
天
下
上
計

･
孝
廉
及
内
郡
衛
卒

合
者
､
雄
常
把
三
寸
弱
翰
､
斎
油
素
四
尺
､
以
間
其
異
語
｡
厨
即
以
鉛
摘
次
之
於

粟
､
二
十
七
歳
於
今
臭
｣
の
部
分

(第
5
段
)
に
基
づ
き
､
以
下
の
よ
う
に

｢好

事
｣
な
こ
と
で
あ
る
が
､
有
益
で
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
｡

揚
子
雲
好
事
｡
常
懐
鉛
提
粟
'
従
諸
計
吏
訪
殊
方
絶
域
四
方
之
語
､
以
薦
禅

補
｡
輪
軒
所
載
亦
洪
意
也
｡
(巻
上
)

次
に
梁
の
劉
鹿

『文
心
願
龍
』
は
司
馬
遷

｢報
任
安
吾
｣
､
東
方
朔

｢難
公
孫

書
｣､
楊
惇

｢酬
合
宗
吾
｣
と
と
も
に

｢答
劉
歌
書
｣
を
､
志
気
壮
大
で
そ
れ
ぞ
れ

に
魅
力
を
備
え
る
と
讃
え
て
い
る
｡

漠
来
筆
札
､
節
気
紛
転
｡
観
史
遷
之
報
任
安
､
東
方
朔
之
難
公
孫
､
楊
博
之

酬
合
宗
､
子
雲
之
答
劉
歌
､
志
気
薬
桓
､
各
含
殊
采
｡
泣
梓
軸
乎
尺
素
､
抑

揚
乎
寸
心
｡
(書
記
篇
)

唐
代
に
な
る
と

『重
文
類
衆
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
｡
そ
れ
は

『風
俗
通
義
』

所
引
の
後
半
部
と
重
な
る
｡

楊
雄
答
劉
歌
書
日

｢天
下
上
計
孝
廉
､
及
内
郡
街
卒
合
着
､
雄
常
把
三
寸
弱

翰
筆
､
斎
油
素
三
尺
､
以
間
其
異
語
｡
帝
即
以
鉛
樋
次
之
鉛
粟
､
二
十
七
歳

於
今
央
｣
(巻
八
五
､
布
吊

･
素
)

立
命
館
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
紀
要

第
二
競

そ
し
て

『重
文
類
衆
』
よ
-
四
半
世
紀
の
後
､
『文
選
』
李
善
注
に
引
用
さ
れ
て

(4)

い
る
｡楊

雄
方
言
日

｢雄
以
此
篇
目
煩
､
示
共
成
者
張
伯
松
｡
伯
松
日

『是
懸
諸
日

月
'
不
刊
之
書
也
』｣
(巻
六
十
､
任
防

｢斉
責
陵
文
宣
王
行
状
｣
｢撞
勧
成

一

家
､
懸
諸
日
月
｣
注
)

以
上
の
引
用

･
言
及
に
よ
-
､
｢答
劉
歌
書
｣
は

『風
俗
通
義
』
に
よ
っ
て
後
漠

未
に
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
､
『西
京
雑
記
』
『文
心
離
龍
』
に
よ
っ
て
南
北

(5)

朝
期
に
は
あ
る
程
度
普
及
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

次
に

｢答
劉
歌
書
｣
が

『方
言
』
の
付
録
に
加
え
ら
れ
た
時
期
に
つ
い
て
検
討

し
て
お
き
た
い
｡
そ
も
そ
も
巻
末
に
関
連
す
る
文
な
ど
が
付
録
さ
れ
る
の
は
､
書

(6)

物
の
完
成
後
､
後
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
｡
と
こ
ろ
が

『方

(7)

言
』
は

『
四
庫
提
要
』
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
未
完
の
書
で
あ
る
｡
な
ら
ば

未
完
の

『方
言
』
に
付
録
が
加
え
ら
れ
た
の
は
､
『方
言
』
が
書
物
と
し
て
安
定
し

て
蔑
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
後
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
｡
そ
の
葦
左
と
し
て

｢答

劉
歌
書
｣
の
附
さ
れ
な
い

『方
言
』
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
る
｡
南
宋
の
慶
元
版

『方
言
』
(
四
部
叢
刊
所
収
)
は
､
代
表
的
な
古
本
だ
が
､
｢答
劉
歌
書
｣
が
付
録

さ
れ
て
い
な
い
｡
宋
に
あ
っ
て

｢答
劉
歌
書
｣
を
有
す
る
版
と
有
し
な
い
版
が
遠

存
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
､
嘗
初

『方
言
』
に

｢答
劉
歌
書
｣
は
附
録
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
｡

ま
た
'
｢答
劉
歌
書
｣
｢輿
楊
雄
書
｣
に
は
郭
嘆

(
二
七
六
～
三
二
四
)
の
注
が

な
い
｡
こ
の
こ
と
は
郭
嘆
が
用
い
た

『方
言
』
に

｢答
劉
歌
書
｣
が
附
録
さ
れ
て

一
九



楊
雄

｢答
劉
歌
書
｣
と
そ
の
小
学

い
な
か
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
｡
た
だ
し
郭
嘆

｢方
言
序
｣
の
行
文
に
は
両
書
簡

(8)

を
参
照
し
た
形
跡
が
う
か
が
え
る
｡

な
お
､
｢答
劉
歌
書
｣
は
楊
雄
没
後
約
百
年
ほ
ど
で

『風
俗
通
義
』
に
抜
粋
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
､
『方
言
』
に
付
録
さ
れ
た
の
が
遅
れ
た
だ
け
で
あ
-
､
作
者
は

楊
雄
と
し
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
｡
そ
し
て

『方
言
』
郭
嘆
注
の
成
立
以
前
に

｢答
劉
歌
書
｣
が
成
立
し
て
い
た
と
す
れ
ば
､
『方
言
』
が
書
物
と
し
て
普
及
し
始

め
た
後
に

｢答
劉
歌
書
｣
が
附
加
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
｡
既
に
普
及
し
て
い
た

『方
言
』
に
後
か
ら

｢答
劉
歌
書
｣
が
附
加
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
､
洪
遇
が
考
え

る
よ
う
に
､
後
人
が

『方
言
』
の
楊
雄
編
暴
説
を
補
強
す
る
た
め
に

｢答
劉
歌
書
｣

を
偽
作
し
て
附
け
加
え
た
可
能
性
は
低
-
な
る
と
思
わ
れ
る
｡
恐
ら
-
は

『障

害
』
経
籍
志
に
著
録
さ
れ
た
後
､
侠
書
と
な
っ
た

｢揚
雄
集
五
巻
｣
所
収
の

｢答

劉
歌
書
｣
が
'
唐
初
に
附
録
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
｡

二｢
｢答
劉
歌
書
｣
に
見
る
楊
雄
の
経
歴

次
に

｢答
劉
歌
書
｣
の
内
容
を
検
討
す
る
｡
｢答
劉
歌
書
｣
に
記
さ
れ
た
中
で
､

他
の
文
献
に
見
え
ず
重
要
な
の
は
楊
雄
の
経
歴
と

『方
言
』
の
編
纂
過
程
で
あ
る
｡

そ
こ
で
ま
ず
､
楊
雄
の
経
歴
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
｡

以
下
で
は
全
文
を
七
段
に
分
け
､
行
論
の
都
合
に
従

っ
て
取
-
上
げ
る
の
で
'

｢答
劉
歌
書
｣
本
来
の
順
序
に
よ
ら
な
い
｡
た
だ
し
先
後
関
係
が
わ
か
る
よ
う
､

段
落
番
暁
の
み

｢答
劉
歌
書
｣
本
来
の
順
序
に
よ
っ
て
示
し
て
お
-
｡
各
段
原
文

の
衣
に
雲
鮎
を
ま
と
め
た
後
､
問
題
鮎
に
つ
き
適
宜
検
討
す
る
｡
な
お
本
文
の
詳

細
に
つ
い
て
は

｢楊
雄

『答
劉
歌
書
』
等
註
｣
(本
紀
要

一
耽
)
を
参
照
さ
れ
た
い
｡

二
〇

-

雄
叩
頭
｡
賜
命
謹
至
｡
又
告
以
田
儀
事
'
事
窮
黄
白
､
案
顕
出
､
甚
厚
甚

厚
｡
田
儀
興
雄
同
郷
里
､
幼
稚
為
隣
､
長
文
相
愛
O
硯
親
動
精
采
､
似
不
慮

非
者
｡
故
拳
至
日
'
雄
之
任
也
｡
不
意
淫
迩
暴
於
官
朝
､
令
筆
者
懐
噴
而
低

眉
'
任
者
合
掌
而
菟
舌
｡
知
人
之
徳
､
亮
滑
病
諸
､
雄
何
暫
鳶
｡
叩
頭
叩
頭
0

｢答
劉
歌
書
｣
冒
頭
の
部
分
で
あ
る
｡
楊
雄
は
同
郷
の
膏
友
田
儀
を
推
薦
し
た

が
､
田
儀
が
罪
を
犯
し
た
た
め
に
楊
雄
も
責
任
を
感
じ
て
陳
謝
し
て
い
る
｡
劉
歌

の

｢輿
楊
雄
書
｣
に
よ
れ
ば
田
儀
は
五
官
郎
中

(比
二
千
石
)
と
な
っ
て
お
-
､

(9)

官
婦
の
陳
徴

･
騒
罪
ら
と
通
じ
窮
盗
を
は
た
ら
い
た
ら
し
い
D

第

5
段
に
上
京
の
後

｢二
十
七
年
間
方
言
を
採
集
し
て
い
る
｣
と
あ
る
か
ら
'

こ
の
事
件
は
六
十
七
歳

(後
十
四
年
)
か
ら
捜
し
た
七
十

一
歳

(十
八
年
)
の
頃

(10)

の
こ
と
で
あ
る
｡
常
時
楊
雄
は
王
葬
の
大
夫
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
､
国
師
と

さ
れ
た
劉
歌
に
こ
の
よ
う
に
餅
を
低
-
し
て
謝
罪
し
て
い
る
｡
無
論
'
罪
悪
感
も

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
､
｢人
の
徳
を
知
る
は
､
亮
す
ら
猶
は
誇
れ
を
病
む
｣
と
自
分

を
帝
亮
に
比
す
の
は
､
あ
た
か
も
田
儀
を
推
薦
し
た
責
任
の
追
及
を
免
れ
ん
と
す

る
か
の
よ
う
で
あ
る
｡
そ
し
て
こ
の
事
件
に
つ
い
て
管
轄
外
で
あ
ろ
う
劉
歌
に
陳

謝
し
､
ま
た
劉
歌
も

｢輿
楊
雄
書
｣
に
て
こ
の
事
件
の
落
着
を
報
告
し
て
い
る
こ

l〓
､

と
か
ら
､
楊
雄
と
田
儀
事
件
を
審
議
す
る
者
の
閲
に
劉
歌
が
入
-
'
楊
雄
の
た
め

に
便
宜
を
圃
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
｡
あ
る
い
は
劉
歌
に
審
議
の
結
果
を
尋
ね
た

だ
け
か
も
し
れ
な
い
が
'
両
人
の
立
場
の
差
異
は
明
確
で
あ
る
｡
更
に
言
え
ば

『方
言
』
の
献
上
を
要
求
す
る
詔
を
劉
歌
が
仲
介
し
た
の
は
､
ど
の
よ
う
な
理
由

に
よ
る
の
だ
ろ
う
か
｡
楊
雄
が
劉
款
と
そ
の
父
劉
向
と
交
友
が
あ
っ
た
の
は
明
ら

か

だ

が

､
田
儀
事
件
の
報
告
と
同
じ
書
簡
で
戯
上
を
打
診
し
て
い
る
の
は
た
だ
の



偶
然
だ
ろ
う
か
｡
田
儀
事
件
の
責
任
を
追
及
し
な
い
見
返
-
に
､
『方
言
』
の
戯

上
を
要
求
し
た
可
能
性
も
あ
る
の
だ
ろ
う
か
｡
今
は
結
論
を
下
し
が
た
い
の
で
'

た
だ
指
摘
す
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
｡

ま
た
､
こ
の
段
か
ら
楊
雄
が
田
儀
を
推
薦
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
'
楊
雄
は

『法
言
』
の
重
要
篇
と
淵
蕎
篇
に
多
数
の
人
物
評
を
記
し
て
い
る
｡
『法
言
』
潤

寿
篇
で
は
同
時
代
の
萄
出
身
者
と
し
て
李
仲
元
な
る
人
物
を
傑
出
し
た
人
物
で
あ

(12)

る
と
特
筆
し
て
も
い
る
｡
ま
た
､
昔
時
同
じ
萄
出
身
で
高
官
に
至
っ
た
何
武
は
人

(13)

物
の
評
債
に
長
じ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
､
楊
雄
は
田
儀
の
評
債
を
誤

っ
た
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
O

3

而
雄
始
能
草
文
､
先
作
願
邸
銘
'
王
何
頭
､
階
園
銘
､
及
成
都
城
四
隅
銘
0

萄
人
有
楊
荘
者
､
島
部
､
諦
之
於
成
帝
｡
成
帝
好
之
､
以
鳥
似
相
如
'
雄
途

以
此
得
外
見
Q
此
教
者
皆
都
水
君
常
見
也
｡
故
不
復
奏
.

弱
年
に
し
て

｢願
邸
銘
｣
｢王
何
頭
｣
｢階
閲
銘
｣
｢成
都
城
四
隅
銘
｣
を
作

っ
た

と
こ
ろ
､
萄
出
身
の
郎
官
楊
荘
が
成
帝
に
薦
め
た
｡
帝
は
司
馬
相
如
に
似
て
い
る

と
し
て
拝
謁
を
許
さ
れ
た
O
｢願
邸
銘
｣
な
ど
数
篇
は
既
に
劉
向
が
見
て
い
る
と

い
う
｡『漢

書
』
楊
雄
博
費
に
は

｢初
め
､
雄
年
四
十
鯨
に
し
て
､
葛
よ
り
来
至
し
て

(14)

京
師
に
辞
ぶ
o
大
司
馬
車
騎
将
軍
王

(音
)
〔根
〕
其
の
文
雅
を
奇
と
し
て
､
召
し

て
以
て
門
下
の
史
と
為
し
､
雄
を
薦
め
て
待
詔
せ
し
む
｣
と
あ
-
､
こ
こ
に
言
う

楊
在
の
推
薦
と
敵
騎
す
る
よ
う
で
あ
る
｡
し
か
し
上
京
し
た
嘗
初
は
王
根
の
門
下

に
あ
-
'
待
詔

へ
と
推
薦
さ
れ
た
後
'
｢答
劉
歌
書
｣
に
言
う
通
り
楊
荘
が
成
帝
の

立
命
館
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
紀
要

第
二
戟

御
前
に
て
楊
雄
の
作
品
を
詞
し
た
た
め
､
雄
は
拝
謁
で
き
た
と
考
え
れ
ば
矛
盾
は

な
い
O
更
に

『文
選
』
の
李
周
翰
注
に
は
､
直
宿
郎
だ
っ
た
楊
荘
が
成
帝
に

｢韓

(15)

竹
頒
｣
を
諦
し
黄
門
侍
部
と
な
っ
た
と
あ
る
｡

4

雄
鳥
郎
之
歳
､
自
奏
､
少
不
得
撃
､
而
心
好
沈
博
経
度
之
文
O
願
不
受
三

歳
之
奉
'
且
休
脱
直
事
之
額
､
得
孝
心
虞
意
､
以
自
克
就
｡
有
詔
'
可
不
奪

奉
､
令
尚
書
賜
筆
墨
鎖
六
寓
､
得
親
書
於
石
室
｡
如
是
後

l
歳
､
作
繍
補
'

塞
節
､
龍
骨
之
銘
詩
三
章
､
成
帝
好
之
､
遂
得
表
意
｡

三
年
間
の
俸
緑
を
箭
退
し
て
存
分
に
学
ぶ
こ
と
を
依
願
し
た
が
､
俸
緑
は
支
給

さ
れ
た
上
､
石
室
の
書
物
の
閲
男
が
許
さ
れ
た
｡
そ
の
後

｢繍
補
｣
｢蛋
節
｣
｢龍

骨
｣
の
詩
三
章
を
作
-
､
成
帝
に
評
債
さ
れ
て
い
る
｡

前
段
と
と
も
に
既
に
侠
し
た
楊
雄
の
文
章
ば
か
-
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
｡
前
段

に

｢願
邸
銘
｣
｢王
何
頒
｣
｢階
圃
銘
｣
｢成
都
城
四
隅
銘
｣
､
こ
の
段
で
は

｢繍
補
｣

｢塞
節
｣
｢龍
骨
之
銘
詩
三
章
｣
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
が
､
全
て
侠
文
で
あ
-
片

言
隻
句
さ
え
見
普
た
ら
な
い
｡
こ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て
は
他
の
文
厭
に
垂
言
及

は
な
-
､
た
だ
こ
の
部
分
に
篇
名
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
｡
早
期
の
作
で
あ
る
か

ら
､
軍
に
失
わ
れ
た
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
C
し
か
し
侠
文
の
篇
名
ば
か
-
を

列
撃
す
る
の
は
､
｢答
劉
歌
書
｣
が
偽
作
で
あ
る
可
能
性
を
更
に
低
-
す
る
で
あ

ろ
う
｡
偽
作
で
あ
る
な
ら
存
在
の
知
ら
れ
な
い
篇
名
を
挙
げ
る
意
圏
は
考
え
が
た

い
か
ら
で
あ
る
｡

6

張
伯
松
不
好
雄
賦
頒
之
文
､
然
亦
有
以
奇
之
｡
常
鳥
雄
道
'
言
其
父
及
其

二
一



楊
雄

｢答
劉
歌
書
｣
と
そ
の
小
学

先
君
憲
典
訓
､
属
雄
以
此
篇
目
顔
示
之
｡
伯
松
日
'
是
懸
諸
日
月
不
刊
之
書

也
､
又
言
､
恐
雄
鳥
太
玄
経
､
由
鼠
抵
之
輿
牛
場
也
｡
如
共
用
則
賛
五
稼
､

飽
邦
民
､
否
則
鳥
抵
糞
､
棄
之
於
造
兵
｡
而
雄
般
之
｡

張
疎

(伯
松
)
は
雄
の
蔚
賦
や
煩
を
好
ま
な
か
っ
た
が
､
『方
言
』
は
高
-
評
債

し
た
｡
ま
た

『太
玄
経
』
は
利
用
さ
れ
た
な
ら
､
優
れ
た
致
巣
を
あ
げ
る
だ
ろ
う

が
'
利
用
さ
れ
な
け
れ
ば
無
意
味
だ
と
述
べ
る
｡

こ
の
段
に
あ
る

｢太
玄
経
｣
と
い
う
語
に
つ
い
て
は

｢詳
注

『答
劉
歌
書
』
｣
に

述
べ
た
通
-
､
他
に
見
え
な
い
表
記
で
あ
る
｡
『漢
書
』
楊
雄
停

(自
序
)
や

『漢

書
』
重
文
志
で
は

『太
玄
』
と
表
記
さ
れ
て
お
-
､
｢答
劉
歌
書
｣
は

｢経
｣
字
を

加
え
自
ら

｢太
玄
経
｣
と
稗
す
る
唯

一
の
例
で
あ
る
｡
昔
時
は

『太
玄
』
と
呼
ば

れ
て
お
-
､
｢経
｣
字
を
加
え
た
例
は
他
に

『後
漢
書
』
張
衡
停
注
引
-
桓
需

『新

論
』
の

｢玄
経
｣'
『論
衡
』
超
奇
の

｢太
玄
経
｣
ま
で
な
い
｡
こ
の
こ
と
か
ら

｢(楊
)
雄
の

『太
玄
経
』
を
為
す
｣
と
い
う
部
分
が
張
伯
松
の
語
の
引
用
で
あ
る

こ
と
を
勘
案
し
て
も
､
自
ら
書
簡
に
お
い
て

｢経
｣
字
を
付
し
て
い
る
の
は
後
人

の
加
筆
を
疑
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
｡

(16)

ま
た

｢由
鼠
抵
之
輿
牛
場
也
｣
は
意
味
の
よ
-
わ
か
ら
な
い
表
現
で
あ
る
｡

｢答
劉
歌
書
｣
に
は
他
に
も
難
解
な
部
分
は
少
な
-
な
-
､
託
誤
の
存
在
も
疑
わ

れ
る
｡
次
章
に
挙
げ
る

｢興
楊
雄
書
｣
の
冒
頭
に
は
五
十
二
字
の
街
文
が
指
摘
さ

(17)

れ
て
い
る
の
で
'
｢答
劉
歌
書
｣
に
も
同
様
の
誤
-
の
存
す
る
可
能
性
を
考
慮
す

べ
き
で
あ
ろ
う
｡

二
二

四
､
割
款

｢輿
楊
雄
書
｣
と
楊
雄

｢答
劉
歌
書
｣

以
上
'
｢答
劉
歌
書
｣
よ
り
楊
雄
の
経
歴
に
関
す
る
記
述
を
取
-
上
げ
た
｡
い

う
ま
で
も
な
-

｢答
劉
歌
書
｣
は
劉
歌

｢輿
楊
雄
書
｣

へ
の
返
書
な
の
だ
が
､
劉

歌

｢輿
楊
雄
書
｣
を

一
瞥
す
る
と
必
ず
し
も
楊
雄
が
経
歴
を
記
す
必
要
は
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
｡
長
文
に
わ
た
る
が
､
次
に
劉
歌

｢輿
楊
雄
書
｣
を
弄
と
と
も
に

(18)

挙
げ
る
｡

歌
叩
頭
｡
咋
受
詔
客
五
官
郎
中
田
儀
典
官
婦
陳
徴
騒
罪
等
私
通
､
盗
刷
越
巾

事
､
即
其
夕
貴
帝
府
｡
詔
間
三
代
周
秦
軒
車
使
者
､
通
人
使
者
､
以
歳
八
月

巡
路
､
寒
代
語

･
億
詫

･
歌
戯
､
欲
得
其
最
目
｡
困
従
事
邦
隆
寒
之
有
日
､

篇
中
但
有
英
日
'
無
見
文
者
｡
歌
先
君
数
馬
孝
成
皇
帝
言
､
昔
使
諸
儒
共
集

訓
話
､
爾
雅
所
及
､
五
経
折
詰
､
不
合
爾
雅
者
､
詰
鞠
為
病
｡
及
諸
経
氏
之

属
､
皆
無
謹
験
'
博
士
至
以
窮
世
之
博
学
者
｡
偶
有
所
見
'
非
徒
無
主
両
生

是
也
｡
合
成
帝
未
以
鳥
意
'
先
君
又
不
能
猫
集
｡
至
於
歌
身
､
惰
軌
不
暇
'

何
倍
更
創
｡
属
聞
子
雲
濁
採
集
先
代
緒
言
､
異
国
殊
語
､
以
鳥
十
五
巻
､
共

析
解
略
多
臭
､
而
不
知
英
日
O
非
子
雲
海
雅
之
才
､
沈
夢
之
思
､
不
能
経
年

鋭
精
以
成
此
書
｡
長
鳥
勤
臭
｡
歓
雅
不
遇
過
庭
､
亦
克
識
先
君
雅
訓
'
三
代

之
書
落
戒
干
家
､
直
不
計
耳
｡
今
間
此
､
甚
馬
子
雲
嘉
之
巳
｡
今
聖
朝
留
心

典
詰
'
費
精
於
殊
語
､
欲
以
験
考
四
方
之
事
､
不
労
戎
馬
高
車
之
使
､
坐
知

億
俗
'
通
子
雲
擾
意
之
秋
也
｡
不
以
是
時
費
倉
庫
以
振
賭
､
殊
無
為
明
｡
語

絡
何
濁
撃
之
賓
｡
上
以
忠
信
明
於
上
､
下
以
置
恩
於
罷
朽
'
所
謂
知
蓄
積
､



善
布
施
也
｡
蓋
粛
何
造
律
､
張
倉
推
暦
'
皆
成
之
於
惟
幕
'
貫
之
於
王
門
､

功
列
於
漢
室
､
名
流
乎
無
窮
.
誠
以
降
秋
之
時
､
収
蔵
不
殆
'
磯
春
之
歳
'

散
之
不
疑
｡
故
至
於
此
也
｡
今
謹
使
密
人
奉
手
書
'
願
頗
輿
其
最
目
､
得
使

入
録
'
令
聖
朝
留
明
明
之
典
｡
歌
叩
頭
叩
頭
｡

(劉
)
歌
､
叩
頭
し
て
申
し
上
げ
ま
す
｡
昨
日
'
密
か
に
詔
を
授
か
り
五
官

郎
中
田
儀
と
官
稗
の
陳
徴
'
騒
鐸
ら
が
密
通
し
て
､
刷
越
巾
を
盗
ん
だ
事
は
､

夕
べ
に
落
着
し
官
に
付
せ
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
｡
ま
た
詔
に
は
三
代
周

秦
の
軒
車
の
使
者
'
進
入
の
使
者
が
､
毎
年
八
月
に
各
地
を
巡
-
､
各
地
の

同
義
語

･
億
話

･
歌
戯
を
収
集
し
た
こ
と
に
つ
き
お
訊
ね
が
あ
-
､
そ
の
綱

目
を
お
求
め
で
す
｡
そ
こ
で
従
事
の
都
隆
に
し
ば
ら
-
捜
し
求
め
さ
せ
た
と

こ
ろ
､
目
録
だ
け
で
本
文
の
な
い
篇
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
｡
私
の
父

(向
)
は
し
ば
し
ば
孝
成
皇
帝
の
た
め
に
進
言
し
ま
し
た
｡
儒
者
た
ち
皆
で

訓
話
を
集
め
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
｡
『爾
雅
』
に
言
う
と
こ
ろ
､
五
経
の
説

-
と
こ
ろ
で
､
『爾
雅
』
に
合
わ
な
い
部
分
は
推
量
す
る
た
め
に
問
題
を
生

む
し
､
経
撃
の
士
に
は
確
澄
が
な
-
'
博
士
た
ち
の
博
学
を
し
て
も
坤
吟
さ

せ
て
い
る
｡
た
だ
偶
然
の
知
見
か
ら
嘗
て
推
量
を
す
る
ば
か
り
で
あ
る
'
と
｡

成
帝
は
な
お
意
に
そ
ま
ず
､
父
も
ま
た
濁
り
訓
話
を
集
め
る
こ
と
も
か
な
い

ま
せ
ん
｡
私
に
至
っ
て
は
､
日
々
多
忙
に
過
ご
す
ば
か
-
で
､
到
底
新
た
な

作
業
を
始
め
る
ゆ
と
-
は
あ
-
ま
せ
ん
｡
た
ま
た
ま
子
雲
殿
が
濁
-
先
代
以

来
絶
滅
し
た
語
､
異
国
の
言
語
を
採
集
し
て
十
五
巻
と
し
､
説
-
と
こ
ろ
も

少
な
-
な
い
と
聞
き
ま
し
た
が
､
そ
の
概
要
は
存
じ
ま
せ
ん
｡
子
雲
殿
の
高

雅
な
才
知
､
深
奥
な
る
思
慮
を
傾
注
し
'
多
年
に
わ
た
-
専
心
さ
れ
な
け
れ
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ぱ
'
そ
の
よ
う
な
書
物
は
成
し
得
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
｡
虞
に
大
撃
な
こ
と

で
す
｡
私
は
父
の
教
え
に
接
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
､
な
お
父
の
雅

正
な
る
訓
話
を
知
り
､
三
代
の
書
も
家
に
深
-
所
蔵
し
て
お
り
ま
す
が
､
十

分
撃
ん
で
は
お
り
ま
せ
ん
｡
こ
の
た
び
､
帝
よ
り
お
話
を
う
か
が
い
'
子
雲

殿
に
厚
-
お
祝
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
｡
漠
朝
に
お
い
て
は
経
書

･
典
籍

に
心
を
お
か
れ
'
地
方
の
異
言
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
｡
四
方
の
事
情
を
調

査
す
る
の
に
､
軍
馬
や
高
貴
な
車
の
使
者
を
煩
わ
さ
ず
､
居
な
が
ら
に
し
て

民
の
俗
に
通
じ
ょ
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
｡
ま
さ
に
子
雲
殿
の
意
の
か
な
う
時

と
言
え
ま
し
ょ
う
｡
今
こ
の
時
に
倉
廉
を
開
い
て
虞
-
振
る
舞
う
の
で
な
け

れ
ば
､

一
鰭
何
を
成
そ
う
と
い
う
の
で
し
ょ
う
｡
集
め
た
語
を
た
だ
葉
物
と

し
て
蓄
え
て
お
-
の
で
し
ょ
う
か
｡
上
の
者
は
天
に
忠
信
を
明
ら
か
に
し
'

下
の
者
は
衰
老
に
恩
を
返
す
の
で
す
｡
蓄
え
る
こ
と
を
知
る
者
は
､
よ
-
施

す
も
の
で
す
｡
あ
の
斎
何
が
律
令
を
作
-
､
張
倉
が
暦
を
推
算
し
た
の
は
､

皆
な
居
室
で
の
こ
と
で
す
が
､
王
門
に
貢
い
で
漢
室
に
功
績
を
重
ね
､
名
を

不
朽
の
も
の
と
し
ま
し
た
｡
豊
作
の
秋
に
は
し
っ
か
-
収
戒
す
べ
き
で
す
し
'

凶
作
の
翌
春
に
は
た
め
ら
わ
ず
に
庚
-
分
け
輿
え
る
べ
き
で
す
｡
こ
と
の
次

第
は
以
上
の
通
り
で
す
｡
今
謹
し
ん
で
密
か
に
使
者
に
手
書
を
携
え
さ
せ
ま

す
O
ど
う
か
そ
の
書
の
綱
目
を
お
滑
-
い
た
だ
き
'
著
録
し
て
聖
朝
の
優
れ

た
典
籍
の
中
に
留
め
さ
せ
て
-
だ
さ
い
O
(劉
)
歌
叩
頭
'
叩
頭
O

以
上
の
通
-
劉
歌

｢輿
楊
雄
書
｣
は
､
田
儀
事
件
の
こ
と
と

『方
言
』
献
上
の

依
頼
以
外
の
事
は
述
べ
て
い
な
い
｡
そ
う
す
る
と
楊
雄

｢答
劉
歌
書
｣
は
､
楊
雄

自
身
の
経
歴
に
つ
い
て
必
要
以
上
に
詳
細
か
つ
具
埋
的
に
説
明
し
過
ぎ
て
い
る
の

二
三



楊
雄

｢答
劉
歌
書
｣
と
そ
の
小
学

で
は
あ
る
ま
い
か
｡
と
-
わ
け

｢答
劉
歌
書
｣
3
･
4
段
は

『方
言
』
編
纂
と
は

直
接
関
わ
ら
ず
､
劉
歌

へ
の
返
書
に
記
す
べ
き
こ
と
な
の
か
疑
わ
れ
る
｡
上
京
す

る
前
後
の
経
緯
に
つ
い
て
極
め
て
具
健
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
'
後
人
の
偽

作
で
あ
る
よ
り
は
他
の
楊
雄
の
文
章
か
ら
の
混
入
の
可
能
性
を
考
え
る
べ
き
か
も

し
れ
な
い
｡
文
脈
の
流
れ
も
若
干
の
不
自
然
さ
が
感
じ
ら
れ
る
か
ら
だ
｡

五
､
｢答
劉
歌
書
｣
に
見
る

『方
言
』
の
編
纂
過
程

以
下
で
は

｢答
劉
歌
書
｣
に
記
さ
れ
た

『方
言
』
の
編
纂
過
程
に
関
す
る
記
述

に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
｡

2

又
勅
以
殊
言
十
五
巻
'
君
何
由
知
之
｡
謹
蹄
誠
底
裏
､
不
敢
違
信
｡
雄
少

不
師
章
句
､
亦
於
五
経
之
訓
所
不
解
｡
常
闇
先
代
輪
軒
之
使
奏
籍
之
書
､
皆

戒
於
周
秦
之
室
'
及
其
破
也
､
遺
棄
無
見
之
者
｡
濁
萄
人
有
厳
君
平
､
臨
邦

林
間
翁
滞
者
'
深
好
訓
話
､
猶
見
輪
軒
之
便
所
奉
言
｡
翁
霜
輿
雄
外
家
牽
蓮

之
親
｡
又
君
平
過
誤
､
有
以
私
通
､
少
而
輿
雄
也
｡
君
平
財
有
千
言
耳
｡
翁

滞
梗
概
之
法
略
有
O
翁
濡
往
敷
歳
死
'
婦
萄
郡
掌
氏
子
､
無
子
而
去
｡

ま
ず
楊
雄
は
章
句
を
治
め
ず
､
軽
挙
に
通
じ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
｡
局
の
荘

逮

(厳
君
平
)
と
臨
邦
の
林
間
翁
帯
が
周
秦
以
来
宮
室
に
集
め
ら
れ
た
軽
車
の
使

者
の
奏
上
し
た
言
餅
を
持

っ
て
い
た
上
'
楊
雄
と
も
近
か
っ
た
の
で
､
荘
遵
よ
-

千
言
､
林
間
翁
環
よ
り
梗
概
を
得
た
と
い
う
｡

こ
の
段
で
は
楊
雄
が

『方
言
』
の
編
纂
に
取
-
掛
か
る
契
機
に
つ
い
て
述
べ
て

い
る
｡
そ
の
際
､
楊
雄
に
近
し
い
萄
の
荘
連
と
林
間
翁
霜
が
周
秦
以
来
宮
室
に
集

二
四

め
ら
れ
た
言
餅
を
持

っ
て
お
-
､
そ
れ
を
譲
ら
れ
た
と
あ
る
｡
考
え
て
み
る
と
な

ぜ
苛
と
い
う
長
安
を
離
れ
た
地
方
の
'
荘
連
と
林
間
翁
得
と
い
う
隠
士
の
ご
と
き

(19)

人
物
が
､
古
来
停
え
ら
れ
た
官
室
の
記
録
を
所
有
し
て
い
た
の
か
､
と
い
う
疑
問

が
生
じ
る
｡
そ
も
そ
も
昔
時
ほ
か
に

｢輪
軒
の
侯
の
奉
ぜ
し
所
の
言
｣
を
所
有
し

て
い
た
と
い
う
人
物
も
聞
か
な
い
｡
し
か
も
両
人
と
も
偶
然
に
楊
雄
と
緑
が
あ
る

鮎
で
不
自
然
さ
を
指
摘
で
き
る
｡
た
だ
'
他
に
萄
出
身
の
司
馬
相
如
が

『凡
婿
』

(20)

と
い
う
小
学
書
を
編
纂
し
た
こ
と
を
考
え
る

と

'

局
で
は
小
学
が
盛
ん
で
あ
っ
た

可
能
性
を
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
｡

ま
た

｢勅
す
る
に
殊
言
十
五
巻
を
以
て
す
｣
と
い
う
句
も
問
題
が
あ
る
｡
ま
ず

書
名
を

『方
言
』
と
せ
ず

｢殊
言
｣
と
し
て
い
る
鮎
'
ま
た
現
行
本
が
十
三
巻
で

あ
る
の
に

｢十
五
巻
｣
と
し
て
い
る
の
も
疑
問
で
あ
る
｡
既
に
多
-
の
議
論
の
あ

(21)

る
と
こ
ろ
だ
が
､
い
ず
れ
の
疑
問
も
却

っ
て

｢答
劉
歌
書
｣
の
偽
作
を
否
定
す
る

根
掠
と
な
る
｡
な
ぜ
な
ら

｢答
劉
歌
書
｣
が

『方
言
』
の
楊
雄
編
纂
説
を
補
強
す

る
た
め
の
偽
作
で
あ
る
と
す
れ
ば
､
｢答
劉
歌
書
｣
は

｢殊
言
｣
で
は
な
-

『方

言
』
に
作
る
は
ず
で
あ
り
､
ま
た

｢十
五
巻
｣
で
は
な
-
通
行
の
十
三
巻
と
記
す

の
が
望
ま
し
い
か
ら
で
あ
る
｡

5

故
天
下
上
計

･
孝
廉
及
内
郡
衛
卒
合
着
'
雄
常
把
三
寸
弱
翰
､
斎
油
素
四

尺
､
以
間
其
異
語
｡
蹄
即
以
鉛
摘
次
之
於
粟
'
二
十
七
歳
於
今
兵
｡
而
語
言

或
交
錯
相
反
､
方
覆
論
思
､
詳
悉
集
之
､
燕
其
疑
｡

そ
の
後
､
各
地
よ
-
上
京
し
て
き
た
上
計
､
孝
廉
と
内
郡
出
身
の
衛
卒
が
集
ま

る
時
に
､
小
筆
と
白
絹
を
手
に
し
て
彼
ら
の
知
る
方
言
を
調
査
し
た
｡
蹄
宅
後
に



は
鉛
と
木
腰
を
用
い
て
整
理
し
た
｡
既
に
二
十
七
年
漬
け
て
い
る
が
､
な
お
錯
綜

し
矛
盾
が
あ
る
た
め
'
考
察
を
重
ね
疑
問
を
解
決
し
た
と
い
う
｡

こ
の
段
落
は

『方
言
』
の
賓
際
の
編
纂
作
業
に
つ
い
て
具
髄
的
に
述
べ
て
い
る
O

各
地
の
者
が
集
ま
る
時
､
楊
雄
た
だ

一
人
で
作
業
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
の
は
､

信
じ
が
た
い
よ
う
だ
が
'
劉
歌

｢輿
楊
雄
書
｣
に
も

｢屈
ま
子
雲
の
濁
り
先
代
の

緒
言
､
異
国
の
殊
語
を
採
集
し
､
以
て
十
五
巻
と
為
す
を
聞
-
｣
と
あ
る
の
で
､

事
賓
で
あ
る
ら
し
い
O
『方
言
』
の
編
纂
は
全
-
個
人
的
な
曹
鳥
で
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
｡
そ
う
だ
と
す
れ
ば
こ
の
困
難
な
作
業
は
上
京
後
の
楊
雄
の
寧
究
生
活
に

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
は
ず
で
あ
る
O
上
京
後
､
宮
廷
の
箭
賦
作
家
と
な
-

(4
段
に
あ
っ
た
よ
う
に
)
宮
中
の
書
物
を
閲
覚
す
る
一
方
で
'
『方
言
』
を
二
十

七
年
に
も
わ
た
っ
て
編
纂
し
た
の
で
あ
れ
ば
､
生
涯
最
大
の
努
力
を
費
や
し
た
作

業
だ

っ
た
と
言
え
よ
う
｡
楊
雄
の
代
表
作
と
さ
れ
る

『太
玄
』
『法
言
』
以
上
に

『方
言
』
は
､
楊
雄
に
と
っ
て
精
魂
を
傾
け
た
書
物
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
｡

7

伯
松
興
雄
'
濁
何
徳
慧
'
而
君
輿
雄
､
濁
何
語
隙
､
而
嘗
匿
乎
哉
O
其
不

労
戎
馬
高
車
､
令
人
君
坐
障
略
之
中
'
知
絶
道
具
俗
之
語
'
典
流
於
昆
嗣
､

言
列
於
漢
籍
､
誠
雄
心
所
絶
極
､
至
精
之
所
想
蓮
也
夫
O
聖
朝
遠
照
之
明
､

使
君
星
此
､
如
君
之
意
､
誠
雄
散
之
之
合
也
｡
死
之
目
'
則
今
之
条
也
｡
不

敢
有
式
､
不
敢
有
愛
｡
少
而
不
以
行
立
於
郷
里
'
長
而
不
以
功
蘇
於
願
官
へ

祉
訓
於
帝
籍
､
但
言
詞
博
覧
､
翰
墨
烏
事
｡
誠
欲
崇
而
就
之
､
不
可
以
遣
､

不
可
以
怠
｡
即
君
必
欲
脅
之
以
威
､
陵
之
以
武
､
欲
令
入
之
於
此
､
此
又
未

定
'
未
可
以
見
｡
今
君
又
終
之
､
則
絵
死
以
従
命
也
｡
而
可
且
寛
傾
延
期
､

必
不
敢
有
愛
｡
雄
之
所
為
､
得
使
君
輔
貢
於
明
朝
､
則
雄
無
恨
｡
何
敢
有
匿
0
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唯
執
事
者
圃
之
｡
長
監
於
規
'
繍
之
､
就
死
以
鳥
小
'
雄
敢
行
之
｡
謹
因
遠

使
､
雄
叩
頭
叩
頭
｡

張
疎

(伯
松
)
は
楊
雄
の
文
を
好
ま
な
か
っ
た
が
'
『方
言
』
は
高
-
評
債
し
､

篇
目
を
示
す
と

｢日
月
の
よ
う
に
除
き
去
る
こ
と
の
で
き
な
い
債
値
を
も
つ
書
で

あ
る
｣
と
言
っ
た
｡
そ
し
て

『方
言
』
に
よ
っ
て
圃
幕
の
中
に
座

っ
た
主
君
に
'

絶
域
の
異
俗
の
語
を
侍
え
､
子
孫
に
ま
で
受
け
継
が
れ
る
の
を
望
ん
で
い
る
｡
そ

し
て

『方
言
』
を
献
上
す
る
の
は
あ
-
が
た
-
名
著
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
､
出
し

惜
し
み
は
し
な
い
｡
ま
だ
未
完
成
で
あ
る
か
ら
無
理
強
い
さ
れ
て
も
､
渡
す
こ
と

は
で
き
な
い
が
､
ま
だ
何
ら
功
績
も
な
い
の
で
､
ぜ
ひ
も
う
少
し
時
間
を
か
け
て

命
を
か
け
て
で
も
完
成
さ
せ
た
い
'
と
語
気
強
-
述
べ
て
い
る
｡

こ
の
段
に
は
楊
雄
が
小
学
家
と
し
て
知
ら
れ
る
張
敵
の
孫
張
妹
と
親
し
か
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
､
楊
雄
の
小
学
も
張
氏
の
嬰
に
近
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ

れ
る
｡
ま
た
､
『方
言
』
を
編
纂
す
る
こ
と
で
皇
帝
に
封
し
て
居
な
が
ら
に
各
地

の
方
言
を
知
ら
し
め
､
そ
の
書
が
庚
-
継
承
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
｡
た

だ
し
こ
の
部
分

(
｢其
不
労
戎
馬
高
車
-
-
知
絶
道
具
俗
之
語
｣
)
は
､
劉
歌

｢輿

楊
雄
書
｣
の

｢不
労
戎
馬
高
車
之
使
'
坐
知
債
俗
｣
を
承
け
た
表
現
で
あ
る
｡

六
､
楊
雄
の
小
筆

こ
れ
ま
で

｢答
劉
歌
書
｣
に
見
た

『方
言
』
編
纂
に
関
す
る
内
容
と
､
他
の
文

献
の
記
述
と
を
合
わ
せ
て
楊
雄
の
小
学
に
つ
い
て
ま
と
め
､
結
び
に
代
え
た
い
｡

楊
雄
が
本
格
的
に
小
学
を
学
び
始
め
た
の
は
､
萄
に
お
い
て
荘
連
と
林
間
翁
環

よ
り
周
秦
以
来
宮
室
に
集
め
ら
れ
た
言
餅
を
授
か
っ
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
い

二
五



楊
雄

｢答
劉
歌
書
｣
と
そ
の
小
挙

る
｡
葛
は
他
に
も
小
学
書
の

『凡
牌
』
を
著
し
た
司
馬
相
如
の
出
身
地
で
も
あ
-
､

小
学
の
盛
ん
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
｡
や
が
て
上
京
す
る
と
'
各
地
の
人
士
が
集

ま
る
際
に
自
ら
筆
と
絹
布
を
手
に
し
て
方
言
を
採
集
し
た
｡
二
十
七
年
の
閲
､
濁

カ
で
調
査
を
漬
け
整
理
を
行
な
っ
た
が

『方
言
』
の
書
は
未
完
成
の
ま
ま
で
あ
っ

た
｡
し
か
し
そ
の
間
､
小
筆
家
と
し
て
知
ら
れ
る
張
敵
の
孫
張
疎
と
交
友
を
結
ん

で
お
-
､
調
査
の
成
果
が
高
-
評
償
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
こ
と
か
ら
楊
雄
の
小
学

が
張
氏
の
嬰
に
近
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
た
｡
張
徴
は
'
古
宇
の
多
い

『蒼

(22)

(㍗)

顎
』
の
謹
み
を
俸
え
'

ま
た
周
の
古
文
字
に
も
通
じ
た
人
物
で
あ
っ
た
｡

以
上
の
事
情
が
幸
い
し
た
の
で
あ
ろ
う
､
『漢
書
』
重
文
志
に
は
次
の
記
述
が

あ
る
｡至

元
始
中
､
徴
天
下
通
小
学
者
以
百
敷
､
各
令
記
字
於
庭
中
O
楊
雄
取
其
有

用
者
以
作
訓
纂
簾
､
順
綾
蒼
顎
｡
又
易
蒼
韻
車
重
復
之
字
'
凡
八
十
九
章
｡

(糾)

こ
れ
に
よ
る
と
苧
帝
の
元
始
中

(平
帝
紀
に
よ
る
と
五
年
)
に
天
下
の
小
学
に

通
ず
る
者
､
百
名
以
上
に
取
材
し
て

『訓
纂
篇
』
を
作

っ
た
と
あ
-
､
ま
た

『蒼

碩
』
の
中
の
重
複
す
る
文
字
を
改
め
て
八
十
九
章
と
し
た
と
言
う
｡
漢
志
に
は

『訓
纂
篇
』
と
と
も
に

『揚
雄
蒼
顎
訓
纂
』
も
著
録
し
､
｢訓
纂

一
篇

揚
雄
作

-
･･･揚
雄
蒼
韻
訓
纂

丁
篇
｣
と
し
て
い
る
｡
ま
L
J
『説
文
』
叙
に
は
次
の
記
述
が

あ

る

｡孝
宣
時
､
召
通
蒼
領
蔑
者
､
張
倣
従
受
之
｡
涼
州
刺
史
杜
業
､
挿
入
安
穏
､

講
寧
大
夫
秦
近
'
亦
能
言
之
｡
孝
平
時
､
徴
薩
等
百
鯵
人
､
令
説
文
字
未
央

二

六

延
中
'
以
穫
鳥
小
学
元
士
｡
黄
門
侍
郎
楊
雄
､
采
以
作
訓
纂
簾
｡
凡
蒼
譲
巳

下
十
四
篇
凡
五
千
三
百
四
十
字
､
群
書
所
載
､
略
存
之
兵
｡

両
記
事
を
ま
と
め
る
と
､
楊
雄
は
五
十
八
歳
の
時
､
全
図
よ
-
集
め
ら
れ
た
小

学
に
通
じ
た
者
の
博
え
る
文
字
を
朝
廷
に
あ
っ
て
整
理
し
､
ま
と
め
る
作
業
を
請

け
負

っ
た
こ
と
に
な
る
O
こ
れ
は
昔
時
既
に
十
年
以
上
に
及
ん
で
い
た
で
あ
ろ
ラ

方
言
の
採
集
と
整
理
作
業
の
成
果
が
認
め
ら
れ
た
'
も
し
-
は
そ
れ
に
よ
っ
て
培

わ
れ
た
小
学
の
知
識
が
評
償
さ
れ
て
の
こ
と
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
O

『訓
纂
篇
』
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
が
､

1
九
七
七
年
に
安
敬

省
阜
陽
願
讐
古
堆
の
漢
墓
よ
り

『蒼
萌
篇
』
の
簡
膿
が
発
見
さ
れ
て
侠
文
が
見
ら

(25)

れ
る
よ
う
に
な
り
'
『訓
纂
篇
』
の
性
質
が
推
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た

｡

そ
れ

に
よ
る
と

『訓
纂
篇
』
は
四
字
句
を
十
五
連
ね
て
〓
早
と
し
､
す
べ
て
三
十
四
章
､

二
千
四
十
字
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
そ
し
て
前
述
の
漢
志
の
記
事
に
よ
れ
ば

『蒼
韻
篇
』
に
練
成
し
た
も
の
で
､
重
複
が
な
か
っ
た
と
い
う
｡
『蒼
誘
篇
』
が
陳

述
式
と
羅
列
式
を
併
用
し
た
識
字
用
字
書
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
､
『訓
纂
篇
』
も

同
様
の
性
質
を
持

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

『揚
雄
蒼
領
訓
纂
』
は
'
『訓
纂
篇
』
以
上
に
詳
細
が
不
明
で
あ
る
｡
漠
志
に
言

う

｢『蒼
韻
』
の
中
の
重
複
す
る
文
字
を
改
め
て
八
十
九
章
と
し
た
｣
と
い
う
の
が

(26)

相
嘗
し
､
『説
文
』
引
-
楊
雄
説
と

『蒼
誘
』
の
侠
文
よ
-
考
え
て

『蒼
額
』
『訓

纂
』
の
注
搾
書
の
性
質
を
備
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

以
上
の
よ
う
に
し
て
楊
雄
の
小
学
は
形
成
さ
れ
た
｡
初
め
葛
か
ら
上
京
し
､
た

だ

一
人
方
言
の
採
集
を
纏
綾
し
た
こ
と
が
､
後
に
朝
延
で
も
小
学
家
と
し
て
認
め

ら
れ
る
道
を
開
い
た
の
で
あ
る
｡
昔
初
､
方
言
の
採
集
は
宮
廷
に
奉
侍
す
る
節
賦



作
家
と
し
て
'
語
嚢
の
充
箕
を
目
的
と
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
が
､
年
月
を
重
ね
る

う
ち
次
第
に
小
学

の
領
域
に
及
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
昔
時
'
『爾
雅
』
や
経

(27)

書
の
停
注
に
方
言
が
用
い
ら
れ
て
3
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
､
上
京
昔
時
は

一
介
の

箭
賦
作
家
だ

っ
た
楊
雄
は
､
『方
言
』
編
纂
作
業
を
通
し
て
経
撃
の
世
界
に
よ
-

深
-
傾
倒
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
そ
の

『訓
纂
』
『揚
雄
蒼
請
訓

纂
篇
』
は
失
わ
れ
た
が
､

一
部
は

『方
言
』
と
と
も
に

『説
文
』
に
引
用
さ
れ
て

い
る
｡
さ
ら
に
楊
雄
の
小
学
の
知
識
が
爵
賦
の
制
作
や

『太
玄
』
や

『法
言
』
の

著
作
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

註
(-
)
他
に

『方
言
』
編
纂
に
関
わ
る
洪
通
説
と
戴
震
説
の
封
立
に
つ
い
て
は
､
佐
藤

進

｢揚
雄

『方
言
』
研
究
等
論
｣
(『現
代
中
国
撃

へ
の
視
座
-
新
シ
ノ
ロ
ジ
ー
言

語
篇
』､
東
方
書
店
'

一
九
九
八
年
)
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
｡
な
お
､
『方
言
』
の

作
者
に
つ
い
て
は
周
組
謀

『方
言
校
隻
』
自
序

(中
華
書
局
､
一
九
九
三
年
二
月
)

の
説
に
従
う
C
そ
れ
は

『説
文
』
に

『方
言
』
に
類
似
す
る
語
句
が
多
い
こ
と
か

ら
､
『説
文
』
の
成
立
し
た
後
漢
和
帝
永
元
十
二

(
二

二

)
年
に
は
今
本

『方

言
』
の
記
載
が
ほ
ぼ
存
在
し
て
い
た
と
考
え
る
が
､
『説
文
』
も
王
充

『論
衡
』
も

『方
言
』
と
い
う
書
名
を
挙
げ
て
い
な
い
た
め
､
『方
言
』
は
未
完
成
だ
っ
た
と
し
'

『方
言
』
が
書
名
と
と
も
に
庚
-
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
鷹
劫
に
よ
る
言

及
が
現
れ
た
漢
未
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡
(
｢王
充
没
有

一
字
説
到

『方
言
』｡

-
-
許
僕
的

『説
文
解
字
』
里
用
方
言
解
得
字
義
的
和
今
本

『方
言
』
詞
旬
相
同

的
根
多
､
他
既
没
有
説
到
楊
雄
作

『方
言
』
-
-
従
這
雨
鮎
束
看
､
和
帝
的
時
候

遠
投
有
叫
倣

『方
言
』
的

一
部
完
全
的
書
是
根
清
楚
的
事
情
｡
-
…

『方
言
』
在

漢
未
鷹
普
巳
経
普
遍
流
停
起
来
了
｡
-
-
許
慎

『論
文
』
里
既
然
有
根
多
肢
今
本

『方
言
』
相
合
的
詞
句
､
必
然
在
和
帝
永
元
以
前
就
有
了
践
今
本

『方
言
』
相
類

的
記
載
了
｡
-
-

『方
言
』
是
不
是
楊
雄
所
作
､
彼
不
容
易
断
定
｡｣)

(2
)
『四
庫
全
書
終
日
提
要
』
(経
部

･
小
学

『方
言
』)
に
は

｢書
中
載

『揚
荘
』
之

立
命
館
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
紀
要

第
二
競

名
､
不
作

『厳
』
字
'
責
未
嘗
預
薦
明
帝
護
｡
其

『厳
君
平
』
字
､
或
後
人
停
寓

追
攻
'
亦
未
可
知
､
皆
不
足
断
是
書
之
偽
｣
と
あ
る
の
を
受
け
た
説
だ
が
､
武
英

殿
衆
珍
版

『方
言
注
』
の
書
前
提
要
に
は

｢原
纂
修
官
庶
苦
土
臣
戴
震
｣
と
の
署

名
が
あ
る
の
で
'
『四
庫
全
書
縄
目
提
要
』
に
は
戴
票
の
意
見
が
反
映
さ
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
｡

(3
)
静
嘉
堂
文
庫
蕨
宋
砂
本
は
文
部
省
科
学
研
究
費
研
究
成
果
報
告
書

『中
国
に
お

け
る
言
語
地
理
と
人
文

･
自
然
地
理
』
第
二
分
筋

(
一
九
九
八
年
)
･
佐
藤
進
編

｢宋
刊
方
言
四
種
影
印
集
成
｣
に
影
印
さ
れ
'
同
氏

｢揚
雄

『方
言
』
の
宋
刊
本

と
そ
の
影
印

･
抄
寓

･
翻
刻
｣
に
解
説
さ
れ
て
い
る
｡

(4
)
は
か
に

『玉
海
』
巻
四
十
四

(重
文

･
小
学
上

･
漠
別
圃
方
言
)
に
は

｢古
文

苑
､
天
下
計
孝
廉
及
由
郡
衛
卒
合
着
'
雄
常
把
三
寸
弱
翰
､
斎
池
素
四
尺
'
以
間

其
異
語
｡
即
以
鉱
摘
次
之
於
葉
｡
雄
以
示
張
伯
松
日
､
是
垂
日
月
不
刊
之
書
也
｣

の
引
用
が
あ
る
｡

(5
)
こ
の
ほ
か

『華
陽
図
志
』
(益
梁
寧
三
州
先
漠
以
来
士
女
目
録
)
の

｢尚
書
郎
楊

壮
｣
に

｢成
都
人
也
C
見
場
子
方
言
｣
と
あ
る
の
を
､
『方
言
』
附
録

｢答
劉
歌
書
｣

の

｢楊
荘
｣
の
こ
と
と
し
て
､
『方
言
薯
疏
』
鎖
緯

(
l
九
九

1
年
､
中
華
書
局
)

は
束
晋
に

『方
言
』
の
存
在
を
認
め
て
い
る
｡

(6
)
余
嘉
錫

『古
書
通
例
』
(上
海
古
籍
出
版
社
'

1
九
八
五
年
)
｢所
附
益
｣
参
照

(7
)
『
四
庫
提
要
』
(前
出
)
は

｢疑
雑
木
有
此
未
成
之
書
'
歌
借
観
而
未
得
｡
故
七

略
不
載
､
漠
志
亦
不
着
録
､
後
或
侯
芭
之
流
収
其
残
稿
､
私
相
侍
述
｣
と
述
べ
て

い
る
｡

(8
)
参
考
ま
で
に
引
用
し
て
お
-
｡
｢蓋
聞
方
言
之
作
､
出
乎
輪
軒
之
使
､
所
以
巡
遊

寓
国
'
采
農
具
言
､
車
軌
之
所
交
､
人
迩
之
所
路
､
摩
不
畢
載
､
以
為
奏
籍
.
周

秦
之
李
､
其
業
購
廟
､
莫
有
存
者
O
壁
乎
楊
生
､
沈
淡
其
志
､
歴
載
構
綴
､
乃
戟

斯
文
｡
是
以
三
五
之
篇
著
'
而
猫
鑑
之
功
顛
C
故
可
不
出
戸
庭
､
而
坐
照
四
表
｡

不
労
噂
賓
､
而
物
来
能
名
｡
考
九
服
之
逸
言
､
標
六
代
之
絶
語
､
類
離
詞
之
指
韻
､

明
帝
途
而
同
致
｡
所
章
風
謡
而
区
分
､
曲
通
常
殊
而
不
雑
O
長
治
見
之
奇
書
､
不

刊
之
碩
記
也
｡
余
少
玩
雅
訓
｡
勇
味
方
言
'
復
烏
之
解
､
鱒
事
康
之
､
演
其
未
及
､

摘
其
謬
漏
｡
庶
以
燕
石
之
稔
､
補
境
攻
之
鞍
､
倖
後
之
頗
渉
者
､
可
以
庚
薄
多
聞

爾
｣｡
前
半
の

｢輪
軒
之
使
｣
に
関
す
る
記
述
は
書
簡
の
他
に
見
ら
れ
な
い
事
柄

二
七



楊
雄

｢答
劉
歌
書
｣
と
そ
の
小
学

で
あ
り
､
｢堂
平
場
生
､
沈
淡
其
志
､
歴
載
構
綴
､
乃
就
斯
文
｡
是
以
三
五
之
篇
著
'

濁
鑑
之
功
額
｡
故
可
不
出
戸
庭
､
而
坐
照
四
表
｡
不
労
曝
書
-
-
｣
の
部
分
も
､

劉
歌

｢輿
楊
経
書
｣
の

｢属
聞
子
雲
濁
採
集
先
代
緒
言
､
異
国
殊
語
､
以
烏
十
五

巻
､
-
-
非
子
雲
海
雅
之
才
､
沈
夢
之
思
､
不
能
経
年
鋭
精
以
成
此
書
.
･･････今

聖
朝
留
心
典
詰
'
蚤
精
於
殊
語
､
欲
以
験
考
四
方
之
事
､
不
労
戎
馬
高
車
之
便
､

坐
知
億
俗
-
-
｣
を
参
照
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡

(9
)
劉
歌

｢輿
楊
雄
書
｣
に

｢五
官
郎
中
田
儀
典
官
婦
陳
徴

･
賂
罪
等
私
通
､
盗
刷

越
巾
事
｣
と
あ
る
｡

(10
)
楊
雄
の
上
京
は

『漢
書
』
楊
雄
博
資
に
よ
り

｢四
十
線
｣
と
考
え
る
C
周
専
昌

『漢
書
注
校
補
』
巻
四
八
に
三
十
歳
と
す
る
説
が
あ
る
が
､
今
は
と
ら
な
い
0

(11
)
劉
歓

｢興
楊
雄
書
｣
に

｢五
官
郎
中
田
儀
典
官
婦
陳
徴
蘇
罪
等
私
通
'
盗
刷
越

巾
事
､
即
其
夕
貴
蹄
府
｣
と
あ
る
｡

(12
)
『法
言
』
淵
寒
篇
に

｢或
間

『子
､
萄
人
也
､
請
人
｡』
日

『有
季
仲
元
者
､
人

也
｡』
『其
鳥
人
也
'
奈
何
｡』
日

『不
屈
其
意
'
不
累
其
身
｡』
日

『是
夷
､
恵
之

徒
輿
｡』
日

『不
夷
不
意
､
可
否
之
聞
也
｡』
『如
是
､
則
実
名
之
不
彰
也
｡』
日

『無

仲
尼
､
則
西
山
之
餓
夫
輿
東
国
之
拙
臣
窓
平
間
｡』
日

『王
陽
､
貢
高
遇
仲
尼
平
｡』

日

『明
星
暗
略
､
華
藻
之
力
也
輿
｡』
日

『若
是
､
則
美
馬
不
日
高
｡』
日

『陪
陪

者
'
己
也
｡
引
而
高
之
者
'
天
也
｡
子
欲
日
高
邪
O
仲
元
へ
世
之
師
也
.
見
其
貌

者
､
粛
如
也
｡
聞
其
言
者
'
恢
如
也
｡
観
其
行
者
'
穆
如
也
Q
邸
間
以
徳
識
人
臭
､

未
聞
以
徳
講
於
人
也
｡
仲
元
､
異
人
也
｡』
或
日

『育
､
責
｡』
日

『育
､
真
也
'

人
長
英
カ
'
而
侮
其
徳
｡』
『請
候
｡』
日

『非
正
不
硯
､
非
正
不
渡
､
非
正
不
言
､

非
正
不
行
｡
夫
能
正
英
硯
聴
言
行
者
'
昔
吾
先
師
之
所
畏
也
｡
如
硯
不
硯
､
聴
不

壊
､
言
不
言
'
行
不
行
'
難
有
青
へ
責
､
其
猶
侮
諸
｡』｣
と
あ
る
｡
な
お

『法
言
』

の
人
物
評
に
つ
い
て
は
､
拙
文

｢開
於

《法
言
》
的
人
物
批
評
｣
(復
旦
大
学
中
国

語
言
文
畢
研
究
所

『古
代
文
論
研
究
的
回
顧
輿
前
瞭
-

復
旦
大
学
二
〇
〇
〇
年

国
際
学
術
合
議
論
文
集
』､
二
〇
〇
二
年
八
月
､
復
旦
大
学
出
版
社
)
を
参
照
さ
れ

た
い
｡

(1
)
『漢
書
』
何
武
侍
に

｢武
鳥
人
仁
厚
､
好
進
士
､
奨
構
人
之
善
.
鳥
楚
内
史
厚
両

翼
､
在
柿
郡
厚
両
唐
､
及
薦
公
卿
'
薦
之
朝
廷
｡
此
入
寮
於
世
者
､
何
侯
力
也
'

世
以
此
多
薦
｣
と
あ
り
､
慎
重
に
人
物
を
吟
味
し
'
人
事
に
も
厳
格
で
あ
っ
た
た

二
八

め
費
で
は

｢何
武
之
撃
-
-
考
其
桐
宿
､
乃
致
於
後
｣
と
讃
え
ら
れ
て
い
る
｡
ま

た
､
何
武
と
楊
雄
の
関
係
に
つ
い
て
は
拙
文

｢苛
に
お
け
る
楊
雄
の
虚
世
と
学

問
｣
(『立
命
館
文
学
』
五
九
八
戟
'
二
〇
〇
七
年
二
月
､
立
命
館
大
学
人
文
学
舎
)

に
論
じ
て
い
る
｡

(14
)
『資
治
通
鑑
考
異
』
巻

一
に

｢時
王
者
卒
己
久
､
蓋
王
根
也
｣
と
言
う
通
り
王
音

は
王
根
の
誤
り
で
あ
ろ
う
｡

(15
)
『文
選
』
巻
七
'
｢甘
泉
賦
｣
の
李
修
翰
注
に

｢揚
雄
家
貧
好
学
毎
制
作
慕
相
如

之
文
'
嘗
作
鯨
竹
煩
｡
成
帝
時
直
宿
郎
楊
荘
､
詞
此
文
｡
帝
日
､
此
似
相
知
之
文
｡

荘
日
'
非
也
｡
此
臣
邑
人
楊
子
雲
｡
帝
即
召
見
､
拝
島
黄
門
侍
郎
｣
と
あ
る
｡

(16
)
｢楊
雄

｢答
劉
歌
書
｣
等
註
｣
で
は
､
『古
文
苑
』
章
樵
注
に

｢低
音
塀
､
場
音

傷
､
皆
真
也
｡
方
言
､
梁
宋
之
閲
､
地
坪
針
鼠
之
場
謂
之
抵
｣
と
あ
る
の
に
従
い
､

｢鼠
や
牛
の
糞
の
よ
う
な
も
の

(
で
､
も
し
利
用
し
た
な
ら
､
五
穀
を
安
ら
せ
民

を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
が
､
利
用
で
き
な
け
れ
ば
道
端
に
糞
の
よ
う
に
捨
て
ら

れ
る
)
か
も
し
れ
な
い
｣
と
得
し
た
O

(17
)
｢輿
楊
雄
書
｣
の
冒
頭
に
置
か
れ
た

｢雄
鳥
郎

一
歳
､
作
繍
神
霊
節
龍
骨
之
銘
詩

三
章
､
及
天
下
上
計
孝
廉
雄
間
異
語
紀
十
五
巻
｡
積
二
十
七
年
､
漠
成
帝
時
､
劉

子
駿
輿
雄
書
従
取
方
言
日
｣
の
五
十
二
字
が
術
文
と
考
え
ら
れ
て
い
る
｡
『方
言

疏
護
』
戴
震

(
1
九
九
七
年
'
清
華
大
学

『戴
震
全
集
五
』)､
『方
言
葺
疏
』
鏡
緯

二

九
九

一
年
､
中
華
書
局
)
参
照
｡

(18
)
底
本
に
は

『方
言
校
葺
』
周
組
譲

(
一
九
九
三
年
､
中
華
書
局
)
を
用
い
､
詳

出
す
る
に
普
た
り

『方
言
疏
護
』
戴
震

(
一
九
九
四
年

･
黄
山
書
杜

『戴
震
全
書

三
』､

一
九
九
七
年

･
清
華
大
学

『戴
震
全
集
五
』)､
『重
校
方
言
』
丁
木
∵

慮
文

沼

(抱
経
堂
叢
書
本
)､
『方
言
隻
疏
』
鏡
緯

(前
掲
)
を
参
照
し
た
.
ま
た

『玉

海
』
巻
十
六

(地
理

･
異
域
園
書

･
漢
別
図
方
言
)､
『同
』
巻
四
十
四

(牽
文

･

小
学
上

･
漢
別
図
方
言
)
に
も

一
部
引
用
が
あ
る
｡

(19
)
荘
連
は

『漢
書
』
王
真
南
糞
飽
博
と

『華
陽
圃
志
』
巻
十
上

(先
賢
士
女
)
に

見
え
､
前
者
に

｢君
平
卜
笠
於
成
都
市
､
-
-
裁
日
間
数
人
､
得
百
頒
足
自
養
'

則
閉
韓
下
簾
而
授
老
子
.
･～
･･楊
雄
少
時
従
遊
撃
｣
と
あ
-
､
林
間
易
霜
は

『華

陽
闘
志
』
巻
十
上

(先
賢
土
女
)
に

｢林
間
､
字
公
濡
､
臨
邦
人
也
.
善
古
学
｡
古

者
天
子
有
輪
車
之
使
､
自
漢
興
以
来
劉
向
之
徒
但
聞
其
官
､
不
詳
其
職
｡
惟
閤
輿



厳
君
平
知
之
日
'
『此
使
考
八
方
之
風
雅
､
通
九
州
之
異
同
､
主
海
内
之
音
韻
､
便

人
主
居
高
堂
知
天
下
風
俗
也
』｡
楊
雄
聞
而
師
之
'
困
此
作

『方
言
』｡
間
隠
避
､

世
莫
聞
也
｣
と
あ
る
｡

(20
)
『漢
書
』
牽
文
志

(六
牽

･
小
学
)
に

｢凡
絡

一
篇
｡
司
馬
相
如
作
｣
と
著
録
さ

れ
'
同
序
に
よ
る
と
武
帝
の
時
に

『蒼
領
篇
』
に
漬
け
て
著
さ
れ
た
と
言
う
｡
『凡

牌
』
は
既
に
伏
し
､
『論
文
解
字
』
巻
二
上

(噂
)
や

『重
文
類
衆
』
巻
四
四
な
ど

に
侠
文
が
見
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
｡

(21
)
な
ぜ

｢答
劉
歌
書
｣
に

｢殊
言
｣
と
言
う
の
か
'
『方
言
』
の
成
立
を
論
ず
る
際

に
必
ず
議
論
さ
れ
る
が
へ
未
だ
に
定
論
は
な
い
よ
う
で
あ
る
｡
｢殊
言
｣
を
多
-

は
書
名
と
す
る
が
､
華
撃
誠

『周
秦
漢
音
方
言
研
究
史
』
(三
章
二
節

『方
言
』
的

書
名

･
内
容

･
催
例
､
復
旦
大
学
出
版
社
､
二
〇
〇
三
年
三
月
)
は
書
名
で
あ
る

か
否
か
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
､
楊
雄
は
生
前
に
書
名
を
定
め
て
お
ら
ず
'

｢殊
言
｣
は
臨
時
に
付
け
ら
れ
た
名
前
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
Q
他
方
､
巻

数
の
不

一
致
に
つ
い
て
は
馬
学
長

｢『方
言
』
考
庶
｣
(『羅
常
培
紀
念
論
文
集
』
商

務
印
書
館
､

l
九
八
四
年
三
月
)
に
詳
し
い
O

(22
)
『漢
書
』
華
文
志
に

｢蒼
萌
多
古
字
'
俗
師
失
英
語
'
宣
帝
時
徴
斉
人
能
正
諌
者
､

張
倣
従
受
之
｣
と
あ
る
｡

(23
)
『漢
書
』
郊
和
志
下
に
よ
る
と
､
張
敵
は
古
文
字
を
好
み
､
美
陽
願
で
出
土
し
た

鼎
の
文
字
を
解
譲
し
た
と
い
う
｡
ま
た
儒
林
侍
に
は

『春
秋
左
氏
侍
』
を
修
め
た

と
あ
る
の
で
､
古
文
を
修
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
王
国
維

『観
堂
集
林
』
｢南
漢

古
文
筆
家
多
小
学
家
説
｣
で
は
そ
の
筆
頭
に
撃
げ
ら
れ
て
い
る
｡

(24
)
平
帝
紀
元
始
五
年
に

｢徴
天
下
通
知
逸
経
､
古
記
､
天
文
､
暦
算
､
鐘
律
､
小

学
､
史
篇
､
方
術
､
本
草
及
以
五
経
'
論
語
､
孝
経
､
爾
雅
教
授
者
､
在
所
鳥
鷲

一
封
牢
侍
､
造
詣
京
師
O
至
者
数
千
人
｣
と
あ
り
､
同
じ
事
柄
を
指
す
と
考
え
ら

れ
る
｡

(25
)
以
下
で
は
福
田
哲
之

『論
文
以
前
小
学
書
の
研
究
』
(創
文
社
､
二
〇
〇
四
年
十

二
月
)
第
五
篇

｢『説
文
』
以
前
小
学
書
の
系
統
と
そ
の
展
開
｣
を
参

照
し
た
｡

(26
)
馬
宗
薯

『説
文
解
字
引
通
人
説
教
』
(科
学
出
版
社
､
一
九
五
九
年
十

一
月
)
に

は
､
楊
雄
説
と
し
て
十
三
傑
が
引
か
れ
て
い
る
｡

(27
)
華
畢
誠

『周
秦
漢
音
方
言
研
究
史
』
(前
掲
)
二
幸

｢周
秦
時
期
的
方
言
研
究
｣'

立
命
館
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
紀
要

第
二
競

八
草

｢漠
代
経
籍
傍
注
中
的
方
言
研
究
｣
に
詳
し
い
｡

元


